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　治佐川(上真柄町)では、清流にしか

育たない梅花藻がかわいい花を咲かせ

ています。今月29日まで、楽しめます。

　治佐川(上真柄町)では、清流にしか

育たない梅花藻がかわいい花を咲かせ

ています。今月29日まで、楽しめます。
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「越前市のまちづくり」
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２．自由にご意見をお書きください。

「
越
前
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

「
越
前
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

「
越
前
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
市
の
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る「
越
前
市
総
合
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
案
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、現
在
、市
の
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
越
前
市
総
合
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化

　
総
合
計
画
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

的
確
に
対
応
し
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て

総
合
的
で
、
計
画
的
な
都
市
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
指
針
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

的
確
に
対
応
し
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て

総
合
的
で
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
指
針
で
す
。

・
少
子
・
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
行

・
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
の
深
刻
化

・
安
全
・
安
心
へ
の
関
心
の
高
ま
り

・
市
民
の
価
値
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化

・
高
度
情
報
化
や
国
際
化
の
進
展
な
ど

■
市
を
取
り
巻
く
環
境

　
市
の
人
口
は
、
10
年
後
に
は
子
ど
も
の
数

が
大
き
く
減
少
す
る
一
方
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
４
人
に
１
人
に
な
る
と
の
推
計
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
本
格
的
な
地
方
分
権
社
会

が
進
む
中
、
市
の
財
政
状
況
も
国
の
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
減
少
す
る

な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

■
市
の
取
組
み

元
気
な
産
業
づ
く
り

　
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
の
推
進
、
地
場
産
業

育
成
支
援
な
ど

元
気
な
人
づ
く
り

　
教
育
施
設
の
整
備
、
子
育
て
支
援
、
介
護

予
防
の
充
実
な
ど

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
自
然

環
境
保
全
対
策
、
道
路
・
公
園
の
整
備
な
ど

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
防
災
対
策
の
充
実
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
な
ど

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
自
治
振
興
事
業
の
推
進
、
情
報
公
開

制
度
の
充
実
な
ど

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
を
乗
り
切
る

た
め
、
５
つ
の
柱
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
政

策
と
し
て
、
市
民
主
体
の
自
立
し
た
都
市
を

創
造
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

　
掲
載
の
ハ
ガ
キ
に
ご

意
見
を
記
入
し
、
切
り

取
っ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
　
　 

（
切
手
不
要
）

締
切
日
　
７
月
31
日

（月）

　　
詳
し
く
は
、
政
策
推
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
ご
意
見
は
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
先 

　
政
策
推
進
課

　
1（
２
２
）３
０
１
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
２
）９
１
０
６

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.echizen. 

lg.jp

総
合
計
画
市
民
意
識
調
査
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　
現
在
市
民
４
０
０
０
人
を
対
象（
18
歳
以
上
無
作
為
抽
出
）

に
総
合
計
画
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

１．あなたが、今後の越前市のまちづくりで、大切にしたいもの、力を入れたいと思

われることはどのようなことですか。（○は３つまで）

１．自然� ２．歴史・文化� ３．産業の振興� ４．観光� ５.教育

６．生涯学習� ７．文化・スポーツ�８．子育て支援� ９．高齢者福祉

10．環境� 11．道路・公園� 12．上下水道� 13．街中の活性化

14．安全・安心� 15．地域活動� 16．その他（　　　　　　　　　　）

［１のみの回答でもかまいません。ご協力ください］

切
り
取
り
線

切り取り線
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▼
一
般
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
随
所
に
、
い
す
１

０
０
席
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
持

ち
込
み
パ
ソ
コ
ン
も
使
え
る
自
習
席
が
46

席
、
グ
ル
ー
プ
室
２
室
、
研
究
個
室
３
室

が
あ
り
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ
ソ
コ
ン
と
資
料
検

索
・
予
約
な
ど
が
で
き
る
利
用
者
端
末
機

を
備
え
た
情
報
検
索
コ
ー
ナ
ー
を
５
カ
所

設
置
し
ま
し
た
。

▼
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
あ
か
ち
ゃ
ん
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
お
は
な
し
の
へ
や
」
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
中
高
生
向
き
の
資
料
を
集
め

た「
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
」も
設
置
し
ま

し
た
。
子
ど
も
専
用
ト
イ
レ
や
授
乳
室
も

あ
り
ま
す
。

▼
県
内
の
図
書
館
で
初
め
て
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を

導
入
し
ま
し
た
。
お
も
に
無
断
持
ち
出
し

の
防
止
が
目
的
で
す
が
、
将
来
は
、
蔵
書

管
理
全
般
で
運
用
し
ま
す
。

８
月
１
日
新
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
！

８
月
１
日
新
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
！

８
月
１
日
新
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
！

　
平
成
17
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
図
書
館
の
建
設
工
事
が
よ
う
や
く
終
わ
り
、

８
月
１
日

（火）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
そ
の
概
要
と
、
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

（
８
月
１
日
は
、午
前
中
記
念
式
典
の
た
め
、入
館
で
き
ま
せ
ん
。午
後
１
時
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
）

こ
こ
が
違
う
！
新
図
書
館

【
名
称
】 

「
越
前
市
中
央
図
書
館
」

【
住
所
】
　
高
瀬
二
丁
目
７
│

24

　
（
中
央
公
園
噴
水
北
側
）

【
施
設
の
概
要
】

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
２
階
建
て

　
約
３
７
７
０
平
方
メ
ー
ト
ル

[

１
階]

　

・
一
般
図
書
（
大
人
向
け
図
書
）
コ
ー
ナ
ー

・
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー

・
地
域
資
料
コ
ー
ナ
ー

・
情
報
・
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー

・
新
聞
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー

・
紫
式
部
コ
ー
ナ
ー

・
学
習
支
援
室
、
録
音
編
集
室
、
対
面
朗
読

　
室
、
交
流
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
最
大
収
容
冊
数
は
約
20
万
冊
で
す
。

[

２
階]

　

・
約
20
万
冊
収
容
可
能
の
閉
架
書
庫

※
駐
車
場
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
と
共
有
で
１

６
０
台
が
駐
車
可
能
で
す
。

※
開
館
時
の
開
架
冊
数
は
約
14
万
冊
で
、
新

聞
は
27
紙
、
雑
誌
は
２
７
２
誌
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
６
時

　 

（
毎
週
金
曜
日
は
、午
後
７
時
ま
で
開
館
）

【
休
館
日
】
　

・
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、

翌
火
曜
日
が
休
館
）

・
毎
月
第
４
木
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

・
年
末
年
始

・
蔵
書
点
検
の
た
め
の
休
館（
毎
年
約
５
日
間
）

※ 

祝
日
は
基
本
的
に
開
館
し
ま
す
。�

概
　
　
要

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た

機
能
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。（
館
内
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
８
月
号
で
も
紹
介

し
ま
す
）

　
ま
た
、
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
有
害
物
質

を
含
ま
な
い
建
材
を
使
用
す
る
な
ど
、
人
に

も
環
境
に
も
や
さ
し
い
施
設
に
な
っ
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
実
感
し
て

く
だ
さ
い
。　

問
合
先
　
武
生
図
書
館 
1（
２
２
）０
３
５
４

　
古
代
神
楽
が
７
月
22
日
（土）
、
23
日
（日）
の
２

日
間
、
日
野
神
社
の
拝
殿
で
舞
わ
れ
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
日
野
山
ま
つ
り
の
例
祭
で
行

わ
れ
る
も
の
で
、
氏
子
の
小
学
生
が
ふ
ん
し

た
み
こ
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

と
き
　
７
月
22
日
（土）
　
午
後
８
時

23
日
（日）
　
午
後
２
時

（
１
回
約
１
時
間
）

太
田
新
保
の
七
夕
行
事

　
新
保
町
で
は
「
七
夕
」

と
「
虫
送
り
」
を
同
時
に

行
い
ま
す
。
町
内
の
小

学
生
以
下
の
子
供
全
員

が
参
加
す
る
七
夕
行
事

で
す
。

と
き
　
８
月
６
日
（日）

▼
午
後
１
時
…
子
ど
も
た
ち
が
掛
け
声
を
か

け
て
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。

▼
午
後
７
時
…
吉
野
瀬
川
堤
防
付
近
で
七
夕

か
ざ
り
を
燃
や
し
、
虫
送
り
を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
文
化
課
　
1（
２
２
）７
４
５
９

町内を巡回する子どもたち

神楽を奉納するみこ

完成間近の市中央図書館

新保町

日
野
神
社
の
古
代
神
楽

中平吹町 市
無
形
民
俗
文
化
財
が

　
公
開
さ
れ
ま
す
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越
前
市
に
は
、お
も
し
ろ
い
ス
ポ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

今
年
の
夏
は
、市
内
め
ぐ
り
で
決
ま
り
！

越
前
市
に
は
、お
も
し
ろ
い
ス
ポ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

今
年
の
夏
は
、市
内
め
ぐ
り
で
決
ま
り
！

Ｊ
Ｒ

武
生
駅

365

365

武生
Ｉ.Ｃ.

北
陸
自
動
車
道

南
越
前
町

E
江
市

池
田
町

越
前
町

安
養
寺

ト
ン
ネ
ル

▲
金
華
山

金華山グリーンランド●
金華山やまぼうし高原●

金華山グリーンランド●
金華山やまぼうし高原●

みどりと自然の村 ●
太陽広場
みどりと自然の村 ●
太陽広場

●
紫
式
部
公
園

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
叔
羅

●
紫
式
部
公
園

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
叔
羅

しきぶ温泉●
湯楽里

白崎公園●

越前打刃物会館●

大虫の滝●

▲鬼ヶ岳

仁愛大学
・

タケフ
ナイフビレッジ
　　　●

タケフ
ナイフビレッジ
　　　● ●万葉菊花園

日野山トンネル

▲日野山

大滝大滝

・
東
消
防
署

■今立総合支所

●いまだて
　芸術館

・今立警察署

●紙の文化博物館
・ショッピング
  センター
・ショッピング
  センター

ショッピング
センター

・

ショッピング
センター

・

文化センター
・

・
武
生
東
高
校

市役所
      ■

● 卯立の工芸館
●八ッ杉千年の森

社会福祉
・センター

●小次郎公園

●柳の滝

花
筐
公
園
●

●
パ
ピ
ル
ス
館

●
パ
ピ
ル
ス
館 和紙の里通り

花筐公園は、26代継体天皇

ゆかりの地で、謡曲「花筐」

の舞台としても知られてい

ます。即位のため都に上っ

たときに恋人への形見に残

したという薄墨桜や皇子ヶ

池もあります。

問合先　1（42）0361
皇子ヶ池

皇子ヶ池は、継体天皇の皇子である27代安閑天皇、28代宣化天
皇の産湯に使用された池と伝えられています。

どこまでも広がる緑の芝

生があり、子どもたちも安心して遊ぶことがで

きます。テニスコート（照明あり）、ローラースケ

ート場、グラススキー場などスポーツ環境も充

実しています。キャンプ場もあり、アウトドアラ

イフも楽しめます。　問合先　1（28）1119

あふれる緑に包まれたキャンプ場で、

バンガローが10棟（定員４人）、コテ

ージが４棟（定員５人）あります。お

昼に野外でバーベキューもできます。

材料を用意してくれるので便利です。

また、150人収容の休息施設もあり、

雨天時でも、室内でのバーベキュー

などが可能です。

問合先　金華山グリーンランド

　　　　1（28）1149

旧
国
道
８
号

旧
国
道
８
号

温度の違う５つの浴槽、ジャグジー、

寝湯、打たせ湯・薬湯・サウナなどが

あり、神経痛・糖尿病・肝臓病に効果

があります。 問合先　1（25）7800

隣接する白崎公園には、

大きなすべり台やジ

ャングルジムなどが

あり、家族連れで気軽

に楽しめます。元気に

遊んだあとは、温泉に。

写真展（展示期間18頁参照）、

常設展として源氏物語を

テーマにした茶わんを展

示しています。

問合先　1（23）5811

子どもに人気の
すべり台

（白崎公園内）

武生　　　●
公会堂記念館
武生　　　●
公会堂記念館

3000坪の敷地に平安時代の庭園を

再現した公園です。紫式部が越前

国司に任命された父とともに、１年余りを過ごし

たことを記念して造られました。

上）卯立の工芸館
　  1（43）7800
中）パピルス館
　  1（42）1363
右）紙の文化博物館
　  1（42）0016

和紙の里通りは、市のシンボルともいえ
る観光名所の一つです。美しいせせらぎ
のある通り沿いに和紙の歴史（紙の文化
博物館）から職人技の見学（卯立の工芸館）、
紙すき体験（パピルス館）など越前和紙の
すべてを知って、学んで、楽しむことがで
きます。

味真野は、しゃく熱の恋物語の舞台

となった地で、万葉集に63首もの恋

の歌が残されています。苑内には、

代表的な15首が歌碑とし

て刻まれ、四季折々に咲く

花とともに鑑賞すること

ができます。また、万葉館

では、このほかゆかりのあ

る歌も展示され、古代のロ

マンにひたることができ

ます。問合先　1（27）2204

菊 を 中 心 と し
た 花 づ く り の
情 報 発 信 基 地
です。四季を通

じていろいろな花が咲くフラワール
ームや花づくり体験施設などがあり
ます。　問合先　1（27）7800

越前の里味真野苑●
万葉館　

剣豪、佐々木小

次郎の生家とい

われる高善寺に

隣接する公園。

小次郎の像や庭

園があり、情緒

豊かな空間をの

んびり散策して

ください。

標高約450メートルに位置する八

ッ杉千年の森は、自然を満喫でき

るスポットです。キャンプ場があり、

貸しテントやバンガローも充実。

また、研修棟では、自然に関する講

習会や体験学習なども開催されます。

問合先　1（42）3800

はながたみ

おう じ

工作教室

昭和９～30年まで町役場（市
役所）として使用した建物を
改築し、遺跡からの出土品や
美術工芸品を展示しています。
夏休みには、工作教室ほか特
別展、常設展を行います。
問合先　1（21）3900 

　
歴
史
と
文
化
、
自
然
に
育
ま
れ
て
き
た
ま
ち
、
越
前
市
。
大
化

の
改
新
（
６
４
５
年
）
の
こ
ろ
、
越
の
国
の
国
府
が
置
か
れ
て
以
来
、

そ
の
歴
史
を
連
綿
と
築
い
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
訪
ね
歩
い
て
、

実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

●みどりと自然の村  太陽広場

●金華山グリーンランド

●しきぶ温泉  湯楽里

●紫式部公園 ●ギャラリー叔羅

●越前の里味真野苑・万葉館

●万葉菊花園

●和紙の里通り

●八ッ杉千年の森●小次郎公園●花筐公園

●武生公会堂記念館



18
年
度
か
ら

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
が
必
要
な
人
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
12
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
介
護
保
険
制
度
。
65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、
３
年
に
１
回
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
18
年
度
は
見
直
し
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
基
礎
と
な
る

　
保
険
料
基
準
額
を
算
出
し
ま
し
た

　　
介
護
保
険
料
の
見
直
し
は
、
18
〜
20
年
度

ま
で
の
３
年
間
に
提
供
さ
れ
る
市
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
費
用
を
算
出
し
、
そ
の
サ
ー
ビ

ス
費
用
を
も
と
に
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号

被
保
険
者
）
の
保
険
料
基
準
額
を
算
出
し
ま

す
。
今
後
３
年
間
の
基
準
額
は
、
年
５
万
４

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
料
の
段
階
設
定
が

　
７
段
階
に
な
り
ま
す

　　
65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）の
保

険
料
は
所
得
に
応
じ
た
段
階
設
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
は
負
担
能
力
が

低
い
人
の
保
険
料
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
段
階
（
旧
武
生
市

６
段
階
・
旧
今
立
町
５
段
階
）
を
細
分
化
し
、

７
段
階
に
見
直
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
料
の
納
め
方
は

　
二
通
り
で
す

　
65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

q
年
金
か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）と
w
納

付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
（
普

通
徴
収
）
の
二
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。
７
月

中
旬
に
平
成
18
年
度
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
・
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

q
年
金
か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）

　
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
が
対
象

で
、
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
き
に
介
護
保

険
料
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
な
お
、
対
象

の
年
金
が
こ
れ
ま
で
の
老
齢
・
退
職
年
金

に
加
え
、
今
年
度
か
ら
障
害
・
遺
族
年
金

も
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

w
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

　（
普
通
徴
収
）

　
老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺
族
年
金
が
年

額
18
万
円
未
満
の
人
。
た
だ
し
、
年
額
18

万
円
以
上
の
人
で
も
、
本
年
度
中
に
65
歳

に
な
っ
た
人
や
転
入
さ
れ
た
人
な
ど
は
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

税
制
改
正
に
よ
る

保
険
料
の
上
昇
を
緩
和
し
ま
す

　
介
護
保
険
料
の
保
険
料
区
分
は
、
本

人
や
世
帯
の
住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
17
年

度
ま
で
は
、
65
歳
以
上
で
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
非
課
税

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
税
制

改
正
で
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

　
非
課
税
措
置
の
廃
止
で
今
年
度
の
保

険
料
段
階
が
急
激
に
上
が
る
人
は
、
そ

の
上
昇
を
緩
和
す
る
た
め
、
平
成
18
、

19
年
度
の
２
年
間
に
限
り
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

税制改正による激変緩和措置

問
合
先
　

長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
室

1（
２
２
）３
７
１
５

平成18年度 平成19年度 平成20年度

区　分 負担割合 介護保険料（年額）

基準額×0.35

基準額×0.50

基準額×0.70

基準額

基準額×1.25

基準額×1.50

基準額×1.75

17,640円

25,200円

35,280円

50,400円

63,000円

75,600円

88,200円

生活保護を
受けている 老齢福祉年金を受けている

前年の年金収入額＋合計
所得金額が80万円以下

住民税が課税さ
れている（本人）

前年の合計所得金額が200万円以上

前年の合計所得金額が500万円以上

世帯のだれかに住民税が
課税されている

はい

いいえ
スタート

はい
いいえ

あなたの保険料は？（65歳以上）

激 変 緩 和 措 置
介護保険料（年額）

第４段階

第５段階

50,400円

第１段階からの対象者

第２段階からの対象者

第３段階からの対象者

第１段階からの対象者

第２段階からの対象者

第３段階からの対象者

第４段階からの対象者

 

63,000円

28,220円

33,260円

40,320円

39,310円

41,830円

45,360円

32,760円

37,800円

44,350円

54,430円

47,880円

50,400円

53,420円

58,460円

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階
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住
民
税
非
課
税
世
帯
の
「
老
人
医
療
受
給

者
」
お
よ
び
「
国
民
健
康
保
険
加
入
者
」
に
は
、

申
請
に
よ
り
入
院
中
の
食
事
代
を
軽
減
す
る

「
減
額
認
定
証
」を
交
付
し
ま
す
。

※
申
請
し
た
月
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
入
院
前
で

も
申
請
で
き
ま
す
）

※
「
減
額
認
定
証
」の
有
効
期
限
は
毎
年
７
月

31
日
で
す
。
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
人

は
忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平成18年７月から、利用しやすく変わります！

国民年金保険料の免除制度
　国民年金制度は、20歳以上60歳未満のすべての人が加入する制度で、老齢基礎年金のほか、万が一のときの障
害基礎年金や遺族基礎年金が受け取れる制度です。
　なお、経済的な理由などで保険料の納付が困難な場合、申請手続きをすることにより、保険料の納付が免除ま
たは一部納付（一部免除）になる制度があります。

■問合先　武生社会保険事務所（新町5－2－11）�1（23）1121

　　　　　ねんきんダイヤル� 10570（05）1165

区　　分

全額免除

4分の1納付
（4分の3免除）

半額納付
（半額免除）

4分の3納付
（4分の1免除）

若年者納付猶予

学生納付特例

未納

〇全額免除以外の免除が承認された場合、免除にならない分の保険料を２年以内に納めないと、免除は無効とな

り未納期間扱いとなりますので注意してください。

納付額

猶予

3,470円

6,930円

10,400円

猶予

猶予

未納

改正

★

★

老齢基礎年金を受けるため
の資格期間

受給資格期間に入ります

保険料の4分の1を納めると
受給資格期間に入ります

保険料の半額を納めると　
受給資格期間に入ります

保険料の4分の3を納めると
受給資格期間に入ります

受給資格期間に入ります

受給資格期間に入りません

後から保険料を納
めること（追納）

免除を受けた分
は10年以内なら
納めることがで
きます
（3年目以降は当
時の保険料に法
律で定められた
加算額がつきます)

2年を過ぎると納
められません�

受け取る老齢基礎年金

年金額に6分の2が反映されます

保険料の4分の1を納めると、
年金額に6分の3が反映されます

保険料の半額を納めると、
年金額に6分の4が反映されます

保険料の4分の3を納めると、
年金額に6分の5が反映されます

年金額に反映されません

問
合
先
　
保
険
年
金
課（
r
番
窓
口
）

　
1（
２
２
）３
０
０
２

70
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
の
負
担

割
合（
１
割
・
２
割
）を
見
直
し
ま
す

入
院
中
の
食
事
代
の
負
担
を

減
額
し
ま
す

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
・

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ

◆ここが違う！  免除・納付猶予・学生納付特例と未納

　
８
月
１
日
か
ら
、
平
成
18
年
度
住
民
税
課

税
標
準
額
に
よ
り
医
療
費
の
負
担
割
合
を
見

直
し
ま
す
。

　
住
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
以
上
の

人
は
、
負
担
割
合
が
２
割
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
17
年
中
の
収
入
が
６
２
１

万
円
未
満(

同
じ
世
帯
に
い
る
高
齢
者
が
１
人

の
場
合
は
、
４
８
４
万
円
未
満)

で
あ
る
こ
と

が
申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ
る
と
負
担
割
合
が

１
割
に
な
っ
た
り
、
負
担
割
合
が
２
割
で
も

一
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
老
人
医
療
受
給
者
　

　
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
人
に
は
、
７
月

下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

�

古
い
受
給
者
証
は
、
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
ま
す
の
で
、
郵
送
で
保
険
年
金
課
ま
で
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
人
は
、
現
在
の
受
給

者
証
が
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

　
７
月
下
旬
に
全
員
に
新
し
い
受
給
者
証(

黄

色)

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
差
し
替
え
て
く

だ
さ
い
。�

　
今
の
受
給
者
証（
青
色
）の
有
効
期
限
は
平

成
18
年
７
月
31
日
で
す
。(

８
月
に
入
り
ま
し

た
ら
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い)

　
新
し
い
受
給
者
証
は
、
次
の
よ
う
に
交
付

し
ま
す
。
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快適で人にやさしい低床型車両の

運行を始めました。評判は上々です。

みんなで、公共交通機関を利用しましょう。

快適で人にやさしい低床型車両の

運行を始めました。評判は上々です。

みんなで、公共交通機関を利用しましょう。

路
線
バ
ス

に
も

注
目
！

問
合
先
　
政
策
推
進
課 

1（
２
２
）３
０
１
６

充
実
し
た
通
学
パ
ス
ポ
ー
ト
で

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
　

　
福
井
鉄
道
バ
ス
で

は
、
今
年
の
春
か
ら

「
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
い

う
学
生
向
け
の
お
得

な
通
学
定
期
を
発
売

し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
よ
り
約
30
％
以

上
の
割
引
き
で
す
。

　
路
線
バ
ス
通
学
で
、

安
全
・
安
心
、
雨
の
日
も
快
適
な
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
、福
井
鉄
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　

h
ttp

://w
w

w
.fu

k
u

tetsu
.jp

）

　
65
歳
以
上
の
人
や
障
害
者
は
、
火
曜
日
と

金
曜
日
に
限
り
、
路
線
バ
ス
が
１
回
１
０
０

円
で
市
内
ど
の
区
間
で
も
乗
車
で
き
ま
す
。

５
月
に
は
約
２
２
０
０
人
の
利
用
が
あ
り
、

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
１
回
１
０
０
円
の
利
用
券
を
市
役
所
や
公

民
館
な
ど
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

車
両
と
車
両
の
連
接
部
分
に
ド
ア

が
な
い
の
で
、
車
内
を
見
渡
し
や

す
い
こ
と
は
い
い
で
す
ね
。
ス
マ
ー
ト
な

電
車
な
の
で
、
福
井
市
内
の
軌
道
で
は
、

通
行
す
る
車
の
邪
魔
に
も
な
ら
ず
、
感
じ

が
い
い
で
す
。 
　
　 

（
広
瀬
町
・
男
子
高
校
生
）

低
床
車
両
は
、
色
や
形
な
ど
見
た

目
も
親
し
み
や
す
く
、
車
内
の
雰

囲
気
も
い
い
で
す
。
乗
り
降
り
も
楽
で
す

し
、
そ
の
際
手
す
り
を
利
用
で
き
る
な
ど

安
全
面
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
向
か
い
合
っ
て
座
り
、

元
気
に
会
話
し
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し

た
。
　
　
　
　     

（
保
育
園
職
員
・
50
歳
代
女
性
）

車
内
は
全
体
に
明
る
い
印
象
で
、

従
来
の
大
型
車
両
に
比
べ
、
静
か

で
快
適
で
す
。

　
低
床
型
車
両
に
な
っ
て
か
ら
、
日
曜
日

は
満
員
で
立
っ
て
い
る
乗
客
が
い
る
ほ
ど

で
す
。
子
ど
も
連
れ
の
人
も
多
く
、
子
ど

も
た
ち
も
楽
し
そ
う
で
す
。

（
あ
お
ば
町
・
60
歳
代
女
性
）

利
用
者
か
ら
一
言

１
回
１
０
０
円
で
乗
車
で
き
ま
す

「
福
祉
バ
ス
」 

こ
れ
は
お
得
！

　
公
共
交
通
機
関
は
、
自
家
用
車
に
替
わ
る

交
通
機
関
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や

学
生
を
は
じ
め
市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る

身
近
な
移
動
手
段
と
し
て
、
ま
た
環
境
負
荷

の
少
な
い
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
そ

の
重
要
性
は
今
後
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

福
井
鉄
道
福
武
線
で
も
、
利
用
者
の
減
少
が

進
ん
で
お
り
、
経
営
が
た
い
へ
ん
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
電
車
・
バ
ス

維
持
・
活
性
化
に
向
け
て

　
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
福
井
鉄
道
福
武
線

の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
、
沿
線
の
市
、

県
、
利
用
者
代
表
な
ど
で
「
福
井
鉄
道
福
武

線
活
性
化
検
討
協
議
会
」
を
設
立
し
て
い
ま

す
。「
地
域
に
親
し
ま
れ
、
と
も
に
歩
む
鉄
道
」

を
目
指
し
、
今
後
の
在
り
方
、
利
用
促
進
策
、

支
援
策
な
ど
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
で

き
る
設
備
改
良
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
る

た
め
、
福
井
鉄
道
は
低
床
型
車
両
お
よ
び
小

型
車
両
を
導
入
し
、
利
用
し
や
す
い
鉄
道
へ

の
転
換
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
今
回
の
導
入
に
対
し
、
本
市
も
国
や
県
、

沿
線
の
市
と
と
も
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

低
床
型
車
両
を
導
入
し
ま
し
た

み
ん
な
で
乗
っ
て
守
ろ
う
！

電
車
・
バ
ス

ス
マ
ー
ト
な
車
両
、好
き
で
す

乗
り
降
り
が
楽
で
す

車
内
は
快
適
で
す

※
ダ
イ
ヤ
の
一
部
改
正
と
１
日
乗
り
放
題
キ
ッ
プ

な
ど
の
お
得
情
報
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
市
広

報
物
と
同
時
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

学生さんに朗報！ご利用ください
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お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
！

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合
予
防
課

　
1（
２
１
）８
８
６
５

　
南
越
消
防
組
合
管
内
の
火
災
発
生
件
数
は
、

６
月
10
日
現
在
21
件
で
、
昨
年
同
期
と
比
べ

る
と
二
倍
近
く
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
原
因
は
、
コ
ン
ロ
な
ど
火
気
取
扱

い
時
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
不
始
末
で

発
生
し
て
お
り
、
日
ご
ろ
の
心
が
け
次
第
で

防
げ
る
も
の
で
す
。

　
家
庭
や
職
場
か
ら
危
険
な
火
種
を
取
り
除

き
、
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー（
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
プ
ラ
ザ
１
階
）　
1（
２
２
）３
７
７
３

　
月
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　
平
成
17
年
に
全
国
で
発
生
し
た
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
は
、
１
２
２
３
人
（
放
火
自
殺

者
を
除
く
）
で
３
年
連
続
１
０
０
０
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
死
者
が
約
６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
一
般
住
宅
に
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
築
住
宅
は
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅

は
５
年
以
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■火災発生状況
　　（平成18年６月10日現在）

越 前 市 �15件（10）

池 田 町 �１件（０）

南越前町� ５件（２）

 合　計� 21件（12）

■おもな火災原因

・コンロ火災（てんぷら油の過熱）

・石油ストーブ（可燃物の接触、落下）

・ろうそくなど、はだか火の使用

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
義
務
化
に
伴
う
悪
質
な
訪

問
販
売
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
員
や
市
役
所
の
職

員
を
装
い
家
庭
を
訪
問
し
、

設
置
や
契
約
を
急
が
せ
、
不

当
に
高
額
の
請
求
を
し
て
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

地
球
に
や
さ
し
い
こ
と
、始
め
て
み
ま
せ
ん
か

〜 

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
で
地
球
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う 

〜

　
レ
ジ
袋
を
無
駄
に
消
費
す
る
こ
と
が
、

地
球
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
の
年
間
消
費
枚
数
は
、
日
本
全

体
で
約
３
０
０
億
枚
、
国
民
１
人
当
た
り

で
約
２
５
０
枚
（
石
油
に
換
算
す
る
と
約

５
リ
ッ
ト
ル
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

全
体
で
の
年
間
消
費
枚
数
は
約
２
２
０
０

万
枚
で
、
石
油
に
換
算
す
る
と
２
０
０
リ

ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶
で
約
２
２
０
０
本
分

が
レ
ジ
袋
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
19
年

度
か
ら
は
、
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

改
正
に
伴
い
、
レ
ジ

袋
の
有
料
化
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
む
だ
に
消
費
さ
れ
て
い

る
レ
ジ
袋
（
石
油
）
を
節
約
し
、
地
球
に
も

家
計
に
も
や
さ
し
い
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
て
、
レ
ジ
袋
の
使
用
量
を
減
ら
し
ま
し

ょ
う
。

野
焼
き
は
禁
止
で
す�

野
焼
き
は
禁
止
で
す�　

ど
ん
ど
焼
き
、
水
田
で
の
稲
わ
ら
焼
き
、

た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
す
。

　
指
定
日
に
指
定
さ
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

▼
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み

焼
却
行
為
が
法
律
に
違
反
し
た
場
合

５
年
以
下
の
懲
役
、
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方�

問
合
先
　
環
境
政
策
課 

1（
２
２
）３
０
０
３

　
専
門
業
者
と
契
約
し
て
引
き
取
っ
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
法
律
で
定
め
た
能
力

の
な
い
焼
却
炉
や
、
野
焼
き
は
違
反
に
な

り
ま
す
。

災
が
多
発

災
が
多
発

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
訪
問
販
売
に
、注
意
！

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

▼
火
災
警
報
器
設
置
が

　
　
　
　
　 

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却
は
？

（　）は昨年同期  越前市・南越前町は、
合併前の市、町の合計［　　　　　　　 ］

購
入
は
、地
元
の
信
頼
あ
る
販
売
店
で
！
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天
平
の
昔
、
今
を
去
る
１
２
６
０
年
余
り

前
、
越
前
の
国
の
味
真
野
に
流
さ
れ
た
中
臣

宅
守
と
都
で
い
ち
ず
に
宅
守
を
恋
い
慕
う
若

き
妻
、
狭
野
弟
上
娘
子
と
の
間
に
は
、
情
熱

的
で
悲
し
い
恋
の
歌
が
交
わ
さ
れ
、
万
葉
集

に
は
63
首
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
物
語
の
ゆ
か
り
の
地
に
ち
な
み
、

「
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
」を
全
国
か
ら
募

集
し
ま
す
。

最
優
秀
賞
　
ザ
ッ
ク
リ
と
切
っ
た
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
飛
沫
の
よ
う
に
恋
が
始
ま
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
川
崎
市
　
朝
山 

ひ
で
子

（49）

第
９
回
万
葉
の
里
短
歌
募
集

「
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
」作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

第
九
回
万
葉
の
里
短
歌
募
集

「
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
」作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

昨
年
は
、
１
８
３
５
１
首
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
は
、
次
の
歌
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

応
募
規
定
　
短
歌

応
募
資
格
　
高
校
生
以
上�

応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
１
首
・

黒
ペ
ン
・
縦
書
き
）
の
表
面
…
…
応
募
先

の
み
記
入
、
裏
面
…
…
右
側
に
作
品
一
首

（
漢
字
に
ふ
り
が
な
）、
左
側
に
郵
便
番
号
、

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
・

学
年
）を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

・
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

必
ず
自
分
の
作
品
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

・
イ
ラ
ス
ト
・
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
記
入
は
無

効
と
な
り
ま
す
。

締
切
日
　
10
月
31
日
(火)
　
当
日
消
印
有
効

賞
　
最
優
秀
賞（
一
首
）　
10
万
円

　
　
優
秀
賞（
三
首
）　
　
３
万
円
ほ
か
　

応
募
先
　
〒
９
１
５-

０
８
３
２
　

　
高
瀬
二
丁
目
３
―

３
　
文
化
セ
ン
タ
ー
内

恋
の
う
た
募
集
係�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp
://w

w
w
.m
a
n
y
o
u
n
o
sa
to
.co
m

問
合
先
　
万
葉
の
里
・
恋
の
う
た
募
集
実
行

委
員
会
　
1（
２
３
）６
３
９
０

男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ
ド
　
北
川
恭
子

問
合
先
　
男
女
共
同
参
画
室

　
府
中
一
丁
目
11
―

２
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
武

生
４
階
）　
1（
２
２
）３
０
０
０

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　o
m
b
u
d
@
city
.e
ch
ize
n
.lg
.jp

◇
◇
◇
　

男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ
ド
だ
よ
り
　
◇
◇
◇

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

　
国
は
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の

変
化
を
考
慮
し
て
、
昨
年
12
月
に
第
２
次

の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い

く
上
で「
ジ
ェ
ン
ダ
ー（
社
会
に
よ
っ
て
作

り
上
げ
ら
れ
た
男
性
像
、
女
性
像
の
よ
う

な
男
女
の
別
を
示
す
概
念)

に
つ
い
て
、『
ジ

ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
』
と
い
う
用
語
を
使

用
し
て
、
性
差
を
否
定
し
た
り
、
男
ら
し

さ
、
女
ら
し
さ
や
男
女
の
区
別
を
な
く
し

て
人
間
の
中
性
化
を
目
指
す
こ
と
、
男
女

の
服
装
に
関
す
る
違
い
や
ひ
な
祭
り
な
ど

の
伝
統
文
化
を
否
定
す
る
こ
と
は
国
民
が

求
め
る
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
異
な
る
。」

と
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し

を
行
う
際
に
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
を
阻
害
す
る
も
の
か
阻
害
し
な
い
も

の
か
を
見
極
め
、
社
会
的
な
合
意
を
得
な

が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
う
た
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
市
で
は
、「
越
前
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
合
併
を
し
て
越
前
市
の
実
情
に

即
し
た
実
効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
国
が
第
２
次
計
画

を
策
定
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
て
、
プ
ラ

ン
の
策
定
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
時
代
の
変
化
、

市
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
男

性
も
女
性
も
す
べ
て
の
個
人
が
お
互
い
に

人
権
を
尊
重
し
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
い
な
が
ら
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
た
総
合
的
、
計
画
的
な

プ
ラ
ン
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
　

　　
市
は
５
月
に
、
学
識
経
験
者
、
各
種
団

体
の
代
表
、
一
般
公
募
の
方
々
に
よ
り
男

女
共
同
参
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
７
月

に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た

め
の
市
民
意
識
調
査
を
予
定
し
て
お
り
、

プ
ラ
ン
策
定
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
新
た
に
出
発
し
た
越
前
市
の
特

長
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

あ
っ
た
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

な
か
と
み
の

さ
の
の
お
と
が
み
の
お
と
め

や
か
も
り

し
ぶ
き



みんなの情報板みんなの情報板

さ
ぎ
草
展
を
開
催

さ
ぎ
草
展
を
開
催

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を
募
集

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を
募
集

夏
休
み
親
子
木
工
教
室

夏
休
み
親
子
木
工
教
室

創
業
・
起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

創
業
・
起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

みんなの情報板

参加演奏家コンサートスケジュール

問合先　武生国際音楽祭推進会議事務局（文化センター内）　1（２３）５０５７
　ホームページアドレス　http://www.necsoft.co.jp/takefu/　電子メールアドレス　tbc@mitene.or.jp

細川俊夫（音楽監督、作曲家）

ジャパン・ユース・フィルハーモニック

　（オーケストラ約60人）

ハンス＝マルティン・シュナイト（指揮）

ムジク・ファブリク（ドイツ・アンサンブル）

アルディッティ弦楽四重奏団（イギリス）

ロバート・エイトケン（カナダ・フルート）

ティモ・コルホネン（フィンランド・ギター）　                 

9月２日（土）� 15:00� オープニングコンサート� 3,000円

9月３日（日）� 14:00� 伊藤恵ピアノリサイタル� 3,000円

� 17:00� 新しい地平1� 2,000円

9月４日（月）� 19:30� 室内楽コンサート� 2,000円

9月５日（火）� 19:30� JYPオーケストラコンサート� 4,000円

9月６日（水）� 19:30� アルデッティカルテットコンサート� 4,000円

9月７日（木）� 19:30� 平松英子ソプラノリサイタル� 3,000円

9月８日（金）� 17:00� 新しい地平2� 2,000円

� 19:30� 細井俊夫と仲間たち� 3,000円

9月９日（土）� 13:00� 新しい地平3� 2,000円

� 16:00� 新しい地平4� 2,000円

� 19:30� 今井信子ヴィオラリサイタル� 4,000円

9月10日（日）� 10:00� 夏季アカデミーコンサート� 2,000円

� 16:00� ファイナルコンサート� 3,000円

特別公演� � ろうそく能「羽衣」公演
9月３日（日）� 20:00� 　　　（会場　引接寺）� 3,000円

月　日 料  金開催時間 コンサート名

※大学生以下　1,000円�

※学生パスポート　5,000円�
◆上記のコンサートすべてに入場できるパスポート    15,000円

参加演奏家コンサートスケジュール

募集しています

と
き
　
８
月
10
日
（木）
〜
14
日
（月）
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ
　
太
陽
広
場（
安
養
寺
町
）

内
容
　

・
さ
ぎ
草
句
会
　

８
月
10
日
（木）
　

午
後
１
時
〜

・
流
し
そ
う
め
ん

８
月
10
日
（木）
、

12
日
（土）
、
13
日
（日）
　
正
午
〜
２
時

※
期
間
中
、
さ
ぎ
草
写
真
撮
影
会
を

開
催
し
ま
す
。

問
合
先
　
安
養
寺
さ
ぎ
草
王
国
（
太

陽
広
場
）　
1（
２
８
）１
１
１
９

　
８
月
15
日
に
開
催
す
る
越
前
市
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
花
火
大
会
時

に
打
ち
上
げ
る
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
花

火
を
募
集
し
ま
す
。

　
結
婚
の
お
祝
い
や
プ
ロ
ポ
ー
ズ
、

家
族
や
友
人
へ
の
感
謝
の
言
葉
な
ど
、

あ
な
た
だ
け
の
花
火

を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん

か
。

募
集
数
　
20
発

※
定
数
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

費
用
　
一
発
５
０
０
０
円

問
合
先
　
武
生
観
光
協
会
事
務
局

　
1（
２
３
）２
０
２
０
　

と
き
　
８
月
26
日
（土）
　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
福
井（
行
松
町
）

内
容
　
貯
金
箱
、
本
棚

や
郵
便
ポ
ス
ト
な
ど

を
作
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

定
員
　
30
組（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

参
加
費
　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
学
校
で

配
付
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
武
生
建
築
業
組
合
青
年
部

事
務
局（
担
当
・
山
口
）　

　
1
０
９
０（
８
９
６
７
）３
１
９
５

中川賢一（指揮）

山本純子（ピアノ）

千々岩英一（ヴァイオリン）

デビッド・キム（ヴィオラ）

フェスティバル合唱団
　（地元参加一般市民による）

ほか

今井信子（ヴィオラ）

伊藤恵（ピアノ）

吉野直子（ハープ）

平松英子（ソプラノ）

宮田まゆみ（笙）

鈴木俊哉（リコーダー）

スペインの音楽、モーツァルトそして武満徹
９月２日（土）～10日（日）　文化センターほか

　欧州の中でも、異色文化が魅力のスペインで活躍した作曲家を紹介します。さらには今年生誕250周年の
モーツァルトと日本を代表する作曲家、武満徹の２人の作曲家にもスポットを当て、おなじみのクラシック
音楽を中心に、新しい音楽も含めて、さまざまな作品を一流の演奏家たちにより紹介していきます。
　総合的な未来志向の音楽祭として常に本物の音楽を提供してきた、武生国際音楽祭が今年もはじまります。

武生国際音楽祭2006武生国際音楽祭2006

日
時
　
８
月
19
日
（土）
　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
武
生
商
工
会
館（
塚
町
）

内
容
　
・
福
井
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
(株)
社
長
に
よ
る
記
念
セ

ミ
ナ
ー�

・
起
業
体
験
発
表

・
福
井
高
専
起
業
準
備
オ
フ

ィ
ス
事
業
説
明�

・
個
別
相
談
　�

受
講
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　

　
武
生
商
工
会
議
所

　
1（
２
３
）２
０
２
０

　演奏家や作曲ワークショップ、

夏季アカデミーの参加者をホーム

ステイで受け入れていただける家

庭を募集しています。�

　また期間中に開催する、一流演奏家による出前コンサート・

ランアウトコンサートの会場も募集中です。会場は市内の

飲食店や病院、企業、学校などを予定しています。

　詳しくは下記まで、問い合わせてください。

たけみつ とおる

細川俊夫
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募

集

募

集

係

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
員
課 

1（
２
２
）３
７
０
４

消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す

南
越
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課 

1（
２
１
）０
１
１
９

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

・
広
い
視
野
に
立
っ
て
、
時
代
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人

・
想
像
力
に
富
み
、
協
調
性
の
あ
る
人

・
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
悩

み
、
行
動
で
き
る
人

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
な
ど  

　
市
の
各
機
関
（
市
長
事
務
部
局
、

教
育
委
員
会
事
務
部
局
な
ど
）
に
勤

務
し
、
試
験
区
分
に
応
じ
た
業
務
に

従
事
し
ま
す
。

・
事
務
　
４
人

・
機
械
、
保
健
師
、
保
育
士
　

　
　
　
　
各
１
人

※
採
用
予
定
人
員
は
、
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
験
で
き
る
年
齢
　
昭
和
51
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

受
験
資
格
　
学
歴
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
保
健
師
は
、
当

該
免
許
（
平
成
19
年
３
月
ま
で
に

行
わ
れ
る
国
家
試
験
に
よ
り
免
許

取
得
見
込
み
を
含
む
）
が
、
保
育

士
は
、
当
該
資
格
（
平
成
19
年
３

月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
を

含
む
）が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
　
７
月
18
日
（火）
〜
８
月
11

日
（金）
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

15
分（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

申
込
方
法
　
職
員
課
お
よ
び
今
立
総

合
支
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

試
験
日
　
・
第
１
次
試
験
　
９
月
17

日
（日）
　
午
前
９
時
半
〜

・
第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験
の
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

採
用
　
最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
越
前
市
の

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
資
格
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
採
用
は
平
成
19
年
４
月

１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。
　

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

申
込
先
　
〒
915
│

８
５
３
０（
住
所
不

要
）　
越
前
市
役
所
職
員
課

通
所
型
介
護
予
防
教
室
の

実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

長
寿
福
祉
課 

1（
２
２
）３
７
８
４

　
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
人（
特
例
高
齢
者
）の
介
護
予

防
教
室
の
実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
体
　
数
団
体

申
込
期
間
　
７
月
20
日
（木）
〜
８
月
４

日
（金）

応
募
方
法
　
長
寿
福
祉
課
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
見

積
書
を
添
付
し
て
、
郵
送
ま
た
は

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

問
合
・
申
込
先
　
長
寿
福
祉
課

　
〒
915
│

８
５
３
０(

住
所
不
要)

　

水
中
運
動
教
室
の
事
業

受
託
団
体
を
募
集
し
ま
す

長
寿
福
祉
課 

1（
２
２
）３
７
８
４

　
高
齢
者
を
対
象
に
、
柳
荘
の
温
水

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
水
中
運
動
教
室

を
実
施
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
体
　
１
団
体

応
募
期
間
　
７
月
31
日
（月）
〜
８
月
９

日
（水）

応
募
方
法
　
長
寿
福
祉
課
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
企

画
書
、
見
積
書
を
添
付
し
て
郵
送

ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
・
申
込
先
　
長
寿
福
祉
課

　
〒
915
│

８
５
３
０（
住
所
不
要
）　

2006たけふ菊人形

食堂・仮設ファーストフード出店者募集

申込資格　市内で営業している事業所、または武
生商工会議所会員および市物産協会会員

出店（面積）、契約金額　　
・大食堂
　 （建物、面積182平方メートル）　契約金200万円
・菊そば食堂
　 (建物、面積70平方メートル)  　 契約金100万円
・仮設ファーストフード
 　(場所提供、３間×２間)           契約金２５万円
・仮設食堂(建物、４間×２間)　   契約金５０万円
申込方法　武生商工会議所にある出店審査申込書
に必要事項を記入し、申し込んでください。

出店審査　出店が決定した事業所には、
　後日決定通知書を送付します。
申込締切　８月３日(木)
申込・問合先　
　たけふ菊人形実行委員会 設営・物販部会　
　〒９１５－８５２２塚町１０１武生商工会議所内
　1（２３）２０２０　ＦＡＸ（２３）４２３４

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
な
ど  

・
消
防
吏
員
　
２
人

受
験
で
き
る
年
齢
　
昭
和
56
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

受
験
資
格
　
学
歴
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
身
長
は
お
お
む
ね

１
５
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

体
重
は
お
お
む
ね
50
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上
、
胸
囲
は
身
長
の
お
お
む
ね

２
分
の
１
以
上
、

視
力
は
両
眼
で
０
・

７
以
上
、
弁
色
力

正
常
で
身
体
健
全

な
人

受
付
期
間
　

　
７
月
18
日
（火）
〜
８
月
11
日
（金）
　

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分（
土
、

日
曜
日
は
除
く
）

申
込
方
法
　
南
越
消
防
組
合
消
防
本

部
総
務
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

試
験
日
　
・
第
１
次
試
験
　
９
月
17

日
（日）
　
午
前
９
時
半
〜

・
第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験
の
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

採
用
　
最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補

者
名
簿
に
登
載
し
、
南
越
消
防
組

合
消
防
吏
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る

資
格
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
採
用
は
欠
員
補
充
な
ど
、

必
要
が
生
じ
た
場
合
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
　
〒
915
│

０
８
４
６

　
千
福
町
１
２
６
番
地
　

　
南
越
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

寝
具
の
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
く
だ
さ
い

長
寿
福
祉
課 

1（
２
２
）３
７
８
４

社
会
福
祉
課 

1（
２
２
）３
０
０
４

●応募・問合先　福井県選挙管理委員会「選挙啓発ソング募集」係
　〒９１０－８５８０　福井市大手３丁目１７－１
　1０７７６（２０）０２６０
　電子メールアドレス　senkan@pref.fukui.lg.jp

作詞部門・最優秀賞

『正義のヒーロー』

ひとつの力は小さいけれど

みんなが考えればきっとうまくいく

あなたの力は無意味じゃない

あなたの力が必要なんだ

候補者ではなくメインはあなた

正義の味方はあなただよ

義務がどうとかそんな問題じゃない

重要なのはあなたの意志

未来をより良くするには

あなたの力が必要なんだ

候補者ではなくメインはあなた

正義のヒーローはあなただよ

♪
▼応募資格　

　・県内に在住、在勤、在学する

　個人またはグループ

　・県内の学校を卒業した個人、

　　またはグループ

　　（年齢不問であり、選挙権が

　  　なくても結構です）

▼応募期限　９月１日（金）

▼応募方法　直接持参するか、郵

送または電子メールで申し込ん

でください。

▼表彰　

　最優秀賞１点（賞状と賞金10万円）

　優秀賞２点（賞状と賞金３万円）

再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
利
再
来
館
　
1（
２
８
）１
３
９
０

　
　
勾
当
原
町
86
―

28

　
　（
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日
）

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
福
井
地
方
連
絡
部

越
前
募
集
事
務
所 

1（
２
２
）６
１
３
９

〒
915
│

０
８
８
３ 

新
町
８
│

１
│

12

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ

申
込
期
間
　
８
月
１
日
（火）
〜
31
日
（木）

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　
９
月
７
日
（木）

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
日
　
９
月
10
日
（日）

●
自
転
車
修
理
教
室

と
き
　
８
月
20
日
（日）
　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

※
昼
食
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
５
人

募集区画数および使用料

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

建
築
住
宅
課 

1（
２
２
）３
０
７
４

墓
地
の
使
用
申
し
込
み

受
け
付
け
開
始
し
ま
す

市
民
課 

1（
２
２
）３
３
９
６

区画内容

鴨谷霊苑
 ４g（前列地）
鴨谷霊苑
 ６g
鴨谷霊苑
 ８g
佐山鹿ノ楽墓園
 ４g�

当初使用料

175,000円

310,000円

450,000円

170,000円

募集数

１区画

１区画

１区画

１区画

年間使用料
（3年分前納）

7,200円

10,800円

14,400円

7,800円

募
集
種
目（
受
験
資
格
）　

▼
海
・
空「
航
空
学
生
」

　（
高
校
卒
業
者（
見
込
含
）〜
21
歳
未
満
）

▼
陸
・
海
・
空「
一
般
曹
候
補
学
生
」

（
18
歳
以
上
〜
24
歳
未
満
）

▼
陸
・
海
・
空「
曹
候
補
士
」

　（
18
歳
以
上
〜
27
歳
未
満
）

▼「
２
等
陸
・
海
・
空
士
」

　（
18
歳
以
上
〜
27
歳
未
満
）

※
い
ず
れ
も
、
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
　
８
月
１
日
（火）
〜
９
月
８
日
（金）

※
２
等
陸
・
海
・
空
士
は
、
年
間
を

通
じ
て
募
集
中
で
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
の
在
宅
の
一
人
暮

ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護

度
が
１
〜
５
に
認
定
さ
れ
、
寝
具

類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人
、
お

よ
び
１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
で

寝
た
き
り
の
人

内
容
　
一
人
に
つ
き
掛
布
団
、
敷
布

団
、
毛
布
、
各
１
枚
を
洗
濯

費
用
負
担
　（
　
）内
は
非
課
税
世
帯

　
掛
布
団
３
０
０
円（
１
０
０
円
）

　
敷
布
団
３
０
０
円（
１
０
０
円
）

　
毛
布
１
０
０
円（
50
円
）

※
羽
毛
布
団
な
ど
の
場
合
は
、
料
金

が
異
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
印

鑑
、
課
税
状
況
調
査
に
つ
い
て
の

同
意
書
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

（
介
護
保
険
認
定
者
）、
衛
生
管
理

が
困
難
で
あ
る
こ
と
の
調
査
書
、

　
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
と
寝
た

き
り
判
定
基
準（
身
体
障
害
者
）

実
施
月
　
９
月

申
請
期
限
　
８
月
18
日
（金）

　
耐
震
診
断
を
受
け
た
い
人
に
、
耐

震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
在
来
工
法
ま
た
は
枠

組
壁
工
法（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
）

に
よ
る
一
戸
建
て
木
造
住
宅
を
市

内
に
所
有
し
、
市
税
を
完
納
し
て

い
る
人

募
集
件
数
　
27
件

　
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
申
込
用
紙
は
、
建
築
住
宅
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

費
用
　
３
０
０
０
円

申
込
締
切
　
８
月
31
日
（木）

選挙啓発ソングに、曲をつけてください！選挙啓発ソングに、曲をつけてください！

対
象
者
　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

３
年
以
内
に
墓
を
建
立
で
き
る
人
。

１
世
帯
に
つ
き
１
人
に
限
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
７
月
18
日
（火）
〜
31
日
（月）

（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

受
付
場
所
　
市
民
課
３
番
窓
口

申
込
方
法
　
印
鑑（
認
印
可
）を
持
参

し
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
し
、
使

用
者
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
日
時
　
８
月
７
日
（月）
　
午
後
７
時

抽
選
会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
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新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

補
助
金
を
利
用
く
だ
さ
い

商
工
政
策
課 

1（
２
２
）３
０
４
７

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は

中
小
企
業
な
ど
に
よ
る
新
事
業
創
出

活
動
や
、
特
許
な
ど
の
取
得
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
　

補
助
金
交
付
限
度
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
で
、

研
究
開
発
３
０
０
万
円
、
販
売
促

進
１
０
０
万
円
、
特
許
・
実
用
新

案
10
万
円
、
意
匠
・
商
標
５
万
円

審
査
　
専
門
家
に
よ
る
審
査
会
で
、

事
業
の
内
容
を
審
査
し
ま
す
。

申
込
締
切
　
８
月
15
日

（火）

今
立
中
央
公
園
プ
ー
ル
（
野

岡
町
）を
一
般
開
放
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
課 

1（
２
２
）７
４
６
３

地
域
創
業
助
成
金
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

福
井
県
雇
用
支
援
協
会
　
　
　
　

1
０
７
７
６（
２
４
）２
３
９
２

商
工
政
策
課 

1（
２
２
）３
０
４
７

と
き
　
８
月
19
日

（土）
　
午
前
９
時
半

〜
正
午

と
こ
ろ
　
市
体
育
館（
高
瀬
二
丁
目
）

内
容
　
ス
ト
ラ
イ
ク
マ
ッ
チ
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
ぺ
タ
ン
ク
な
ど
７
種
類
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
す
。

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

親
子
で
遊
ぼ
う

室
内
プ
レ
イ
を
開
催
し
ま
す

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会

1（
２
３
）２
９
４
０

ス
ポ
ー
ツ
課 

1（
２
２
）７
４
６
３

自
警
消
防
隊
連
合
会

夏
季
合
同
訓
練
を
開
催
し
ま
す

南
越
消
防
組
合
中
消
防
署

1（
２
１
）０
１
１
９

東
消
防
署 

1（
４
３
）０
１
１
９

融
資
制
度
の
案
内

名　称

100（市が利子負担）５年以内 労働金庫武生支店

返済期間 受付窓口融資限度額

小規模事業
育成資金

中小企業
振興資金

運転資金

設備資金

150 

150 

2.3～2.7 

2.3～2.7

５年以内

５年以内

労働金庫武生支店

市内の各信用金庫

市内の各銀行・

信用金庫

５年以内

７年以内

５年以内

７年以内

1.4～2.0 

1.4～2.4

1.5～2.1 

1.5～2.5

500 

1,000

1,000

2,000

運転資金

設備資金

生活安定
資金

勤労者

自営業者等

年利率（％）
（ 7 月15日現在　　（万円） ）

県育児・介護休業
生活資金

※
設
備
資
金
に
は
市
の
利
子
補
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
受
付
窓
口
ま
た
は

  

商
工
政
策
課 

1（
２
２
）３
０
４
７

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、

助
成
金
を
給
付
し
ま
す
。

・
地
域
貢
献
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
分
野

や
衣
類
・
飲
食
料
品
小
売
、
飲
食

店
な
ど
）で
創
業

・
65
歳
未
満
の
非
自
発
的
離
職
者（
前

会
社
を
自
ら
の
意
思
に
よ
ら
ず
離

職
し
た
人
）
を
含
む
２
人
以
上
を

雇
用�

・
創
業
か
ら
半
年
以
内
に
、
県
雇
用

支
援
協
会
に
事
業
計
画
書
を
提
出

し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
所

助
成
金
の
内
容

▼
創
業
に
関
す
る
経
費
の
３
分
の
１

　(

上
限
１
５
０
万
円
〜
５
０
０
万
円
、

雇
用
人
数
で
変
わ
り
ま
す)

▼
雇
入
れ
に
関
す
る
助
成
金�

　(

非
自
発
的
離
職
者
１
人
あ
た
り)

・
常
用
労
働
者
　
　
30
万
円

・
短
時
間
労
働
者
　
15
万
円

※
支
給
上
限
：
１
０
０
人
分
ま
で

障
害
者
自
立
支
援
法
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

社
会
福
祉
課 

1（
２
２
）３
０
０
４

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
課
内

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
変
更
点

・
利
用
料
や
食
費
な
ど
実
費
負
担

・
医
師
の
意
見
書
の
提
出
な
ど

※
疑
問
点
や
不
明
な
点
な
ど
、
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

聴
覚
障
害
者
の
「
な
ん
で
も

相
談
所
」を
開
設
し
ま
し
た

社
会
福
祉
課 

1（
２
２
）３
０
０
４

　
市
内
の
水
田
で
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の
空
中
散

布
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
天
候
な
ど
の
理
由
で
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
き

　
１
回
目
　

７
月
20
日

（木）
〜
30
日

（日）

　
２
回
目
　

８
月
１
日

（火）
〜
12
日

（土）

実
施
地
区
　

▼
全
域
　

　
神
山
、
吉
野
、
大
虫
、
北
日
野
、

北
新
庄
、
味
真
野
、
坂
口
、
白
山

▼
各
地
区
の
一
部
　
　

　
南（
妙
法
寺
）、
国
高（
横
市
、
庄
、

塚
）
、
王
子
保
（
大
塩
、
森
久
）、

岡
本（
杉
尾
）、
南
中
山（
国
中
）

実
施
時
間
　
午
前
５
時
〜
正
午（
予
定
）

問
合
先
　

▼
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
管
内

　
航
空
防
除
実
施
本
部
（
Ｊ
Ａ
越

前
た
け
ふ
営
農
課
内
）

1（
２
１
）２
６
０
８
ま
た
は

Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
各
支
店

▼
Ｊ
Ａ
た
ん
な
ん
管
内

　
Ｊ
Ａ
た
ん
な
ん
今
立
支
店

1（
４
３
）１
１
２
２

農薬の空中散布を
行います

農薬の空中散布を
行います

　
市
内
の
自
警
消
防
隊
が
、
ポ
ン
プ

操
法
の
速
さ
と
正
確
さ
を
競
い
ま
す
。

と
き
　
８
月
20
日

（日）
　
午
前
７
時
〜

と
こ
ろ
　
市
体
育
館
前（
高
瀬
二
丁
目
）

期
間
　
７
月
20
日

（木）
〜
８
月
11
日

（金）

　
午
後
１
時
〜
３
時
50
分

※
毎
週
土
・
日
曜
日
は
休
み

入
場
料
　
中
学
生
以
下
は
無
料
、
高

校
生
50
円
、
一
般
１
０
０
円

注
意
事
項
　
小
学
校
３
年
生
以
下
は
、

保
護
者
同
伴
が
原
則
で
す
。

対
象
　
聴
覚
障
害
者
お
よ
び
家
族

と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
　
午
前
10

時
〜
正
午�

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー（
ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

料
金
　
無
料

相
談
員
　
聴
覚
障
害
者
友
の
会
会
員

※
相
談
だ
け
で
な
く
交
流
の
場
と
し

て
も
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
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エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1（
２
８
）１
１
２
３

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　
1（
２
７
）７
８
０
０

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1（
４
２
）３
８
０
０

●
写
真
展「
春
か
ら
初
夏
へ
」

と
き
　
７
月
30
日
（日）
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

入
場
料
　
無
料

●
花
の
ま
ち
づ
く
り
短
歌
・
標
語
募
集

課
題
　
花
と
緑
に
関
す
る
も
の

部
門
　
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
・

一
般

締
切
日
　
９
月
８
日
（金）

表
彰
　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作

申込・問合先　ワークメイト　1（２３）６８５５申込・問合先　ワークメイト　1（２３）６８５５

受講料コース名 期 間 （土・日・祝日を除く） 時 間

パソコン講座　　各コースとも定員20人（受講料にテキスト代を含む）

ワークメイトからのお知らせワークメイトからのお知らせ

JW＿CAD（中級）

ワード2003応用

エクセル（関数）

9000円

8000円

5000円

7/20e～8/17e 毎週月・木曜日

7/21f～8/11f 毎週火・金曜日

8/  2d～8/30d 毎週水曜日

19：00～21：00

【 I T 学習支援コーナーを開設しています】
とき　毎週土曜日（祝日を除く）　午前９時～正午、午後１時～４時
内容　時間内であれば無料で自由にパソコンの自主学習ができます。
　　　わからないことは、サポーターが手助けします。

＊＊＊＊＊＊

講
座
だ
よ
り

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
府
中
一
丁
目
）

　
1（
２
２
）３
０
０
５

生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
ゆ
る
〜
り
文
学
道
　
　
　

〜
白
楽
天
の
日
常
生
活
〜

と
き
　
８
月
１
日
（火）
　
午
後
１
時
半

〜
３
時

講
師
　
澤
崎
久
和
氏（
福
井
大
学
教
授
）

受
講
料
　
１
０
０
円

●
越
前
お
も
し
ろ
歴
史
回
廊

〜
継
体
天
皇
即
位
千
五
百
年
〜
　

と
き
　
８
月
５
日
（土）
　
午
前
10
時
〜

11
時
半

講
師
　
真
柄
甚
松
氏
（
元
武
生
市
史

編
纂
委
員
）

受
講
料
　
無
料

●
い
き
い
き
ラ
イ
フ

「
豊
か
さ
の
中
の
忘
れ
物
〜
言
葉
の

お
し
ゃ
れ
〜（
そ
の
１
）」　

と
き
　
８
月
10
日
（木）
　
午
後
１
時
半

〜
３
時

講
師
　
小
林
逸
雄
氏
（
仁
愛
大
学
助

教
授
）

受
講
料
　
１
０
０
円

●
わ
く
わ
く
昆
虫
の
森
探
検

と
き
　
７
月
29
日
（土）
　
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

参
加
料
　
１
３
０
０
円（
昼
食
代
込
み
）

定
員
　
20
人（
親
子
同
伴
）

●
八
ッ
杉
天
体
写
真
展

と
き
　
８
月
２
日
（水）
〜
31
日
（木）

参
加
料
　
無
料

●
天
体
教
室

「
夏
の
大
三
角
形
を

　
見
よ
う
」

と
き
　
８
月
５
日
（土）
　
午
後
８
時
〜

９
時（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
、中
止
）

参
加
料
　
無
料

※
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
実
施
し
ま
す
。

保

健

保

健

ま
か
ら
　
じ
ん
ま
つ

さ
わ
ざ
き 

ひ
さ
か
ず

こ
ば
や
し 

い
つ
お

●「
コ
ウ
ノ
ト
リ
展
」

と
き
　
７
月
11
日
（火）
〜
８
月
10
日
（木）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

入
場
料
　
無
料

内
容
　
貴
重
な

コ
ウ
ノ
ト
リ

の
は
く
製
標

本
を
展
示

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に

脳
ド
ッ
ク
が
加
わ
り
ま
し
た

保
険
年
金
課 

1（
２
２
）３
０
０
２

会　場

吉野公民館

福祉健康センター（府中）

味真野公民館

国高公民館

神山公民館

白山公民館

社会福祉センター（杉尾町）

王子保公民館

福祉健康センター（府中）

受付時間

13:40～14:20

月　日

７月25日c

　　28日f

8月 1日c

　　  2日d

　　  4日f

　　11日f

　　23日d

29日c

30日d

こ
の
マ
ー
ク
の
事
業
は

健
康
ト
ラ
イ
参
加
者
が

参
加
す
る
と
５
ポ
イ
ン

ト
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

健康トライ
参加事業
健康トライ 二

種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

健
康
増
進
課 

1（
２
４
）２
２
２
１

　
今
ま
で
学
校
で
集
団
接
種
し
て
い

た
二
種
混
合
の
予
防
接
種
の
実
施
方

法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
保
護
者
同
伴
の
う

え
、
次
の
い
ず
れ
か

の
会
場
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

対
象
　
小
学
６
年
生

※
対
象
の
児
童
に
は
通
知
し
ま
す
。

　
今
月
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に

脳
ド
ッ
ク
が
加
わ
り
ま
し
た
。

対
象
　
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
（
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯
に
限
り
ま
す
）

受
付
期
間
　
７
月
18
日
（火）
〜
３
月
30

日
（金）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
実
施
医
療
機
関
　
林
病
院
、

中
村
病
院

個
人
負
担
　
助
成
金
３
万
円
を
差
し

引
い
た
金
額
を
当
日
、
医
療
機
関

に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
１
日
・
２
日
ド
ッ

ク
は
、
市
内
の
か

か
り
つ
け
の
医
療

機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※
今
年
す
で
に
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

た
人
も
利
用
で
き
ま
す
。�

申
込
方
法
　
医
療
機
関
で
受
診
日
を

予
約
後
、
印
鑑
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
証
を
持
参
し
、
保
険
年
金
課

の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
、
家
族
の
人
で
も
、

か
ま
い
ま
せ
ん
。

継体天皇像
（越前の里  味真野苑）

展
示
予
定
の
は
く
製
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問合先　健康増進課 1（２４）２２２１平成18年度 健康診査日程表　

会　場

市民ホール

越前たけふ農協会館

うすずみ会館

9:00～10:30

○

○

○

○

9:00～10:30

○

13:00～14:30

○

○

○

○

○

18:00～20:00

○

18:00～20:00

○

胃がん

8:30～10:30

○

○

○

○

○

○

子宮がん・乳がん

13:00～14:00

○

○

○

○

歯科健診
月　日

７月30日a

　　31日b

8月  1日c

　　  4日f

　　  9日d

　　10日e

基本健診（肺がん・大腸がん・前立腺がん）

健康トライ
参加事業
健康トライ

こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター（アル・プラザ武生４階）

●こころの相談（要予約）
　とき　７月28日f　午後１時半～４時半
　　　　８月11日f　午後５時半～８時半

●チャレンジ教室（生活習慣病予防の運動）
・ゆったりコース（第２・４水曜日）
　とき　７月26日d、８月９日d　午前９時半～11時
・元気コース（第１・３水曜日）
　とき　８月２日d　午前９時半～11時
●いきいき運動広場

　とき　７月21日f、28日f、８月４日f

　　　　午前９時～11時　

　　　　体力低下や生活習慣病の予防・改善のための

　　　　運動ができます。

●２カ月児セミナー
　とき　７月24日b　午後１時10分～30分

●１歳６カ月児健康診査
　とき　８月２日d　午後１時半～２時半

●３歳児健康診査
　とき　８月３日e　午後１時～２時半

●育児相談（１歳未満の乳児）
　とき　８月７日b　午前９時半～10時半

●離乳食教室（１歳未満の乳児）
　とき　８月７日b
　　（初期） 午前10時～　（中・後期） 午前11時～

 開催場所　社会福祉センター（杉尾町）

●こころの相談室（要予約）　1（４２）３９３９
　とき　７月24日b、31日b、８月７日b
　　　　午前10時～午後４時

●はつらつ教室（健康体操など）
　とき　７月24日b　午前９時半～11時

問合先　健康増進課　1（２４）２２２１

エアロバイクなど、
器具が揃ってい
ます。

妊
婦
健
診
の
助
成

回
数
を
増
や
し
ま
し
た

健
康
増
進
課 

1（
２
４
）２
２
２
１

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

を
開
催

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　

1（
２
２
）１
０
２
０

35歳未満

３回分

14回分
（11回増）

35歳以上

５回分
（２回増）

対　象
（子どもの数）

第１子

第２子

第３子以降

年　　齢 　
妊
婦
の
経
済

的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
妊

婦
一
般
健
康
診

査
受
診
の
助
成

回
数
を
増
や
し

ま
し
た
。

対
象
お
よ
び
助
成
回
数

手
続
き
方
法

▼
４
月
以
降
に
妊
婦
健
診
を
受
け
、

６
月
30
日
ま
で
に
出
産
し
た
人

　
↓
４
月
〜
６
月
の
妊
婦
健
診
費
用

　
を
返
却（
※
還
付
申
請
が
必
要
）。

▼
４
月
以
降
に
妊
婦
健
診
を
受
け
、

７
月
以
降
に
出
産（
予
定
）し
た
人

　
↓
４
月
〜
６
月
の
妊
婦
健
診
費
用

　
を
返
却（
※
還
付
申
請
が
必
要
）。

　
↓
７
月
〜
出
産
日
ま
で
使
用
で
き

る
妊
婦
健
診
受
診
券
を
交
付
。

▼
７
月
以
降
に
妊
娠
の
届
出
を
し
た
人

　
↓
母
子
手
帳
交
付
後
に
確
認
作
業

　
を
行
い
、
対
象
者
に
は
後
日
、

　
受
診
券
を
送
付
。

※
還
付
申
請
に
つ
い
て
　

・
期
間
　
８
月
７
日

（月）
〜
13
日

（日）

　
　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
※
８
月
10
日

（木）
は
午
後
８
時
ま
で

・
と
こ
ろ
　
健
康
増
進
課
（
ア
ル
プ

ラ
ザ
武
生
４
階
）　
　

・
必
要
な
も
の
　
母
子
手
帳
、
健
診

内
容
の
分
か
る
領
収
書
、
認
印

そ
の
他
　
対
象
者
に
は
、
６
月
中
に

個
人
通
知
し
て
い
ま
す
。
対
象
と

思
わ
れ
る
人
で
、
７
月
に
入
っ
て

も
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、

健
康
増
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者�

と
き
　
７
月
25
日

（火）
、
８
月
８
日

（火）

と
こ
ろ
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
の

と
き
に
配
布
す
る
フ
ッ
素

塗
布
無
料
券
と
歯
ブ
ラ
シ
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くらし

●行政相談　

・生涯学習センター（府中１丁目）

　1（２２）３００５

　第１・３月曜日、午後１時半～４時

・社会福祉センター（杉尾町）

　1（４３）８８８８

　第２水曜日　午後１時半～４時

●人権相談
・生涯学習センター（府中１丁目）　

　1（２２）３００５

　第１月曜日　午後１時～４時

　第３金曜日　午前９時～正午

●法律相談（電話での相談、受け付
けはできません）

・社会福祉協議会武生事務所

　　（アルプラザ武生）

　1（２２）８５００

　第１・３木曜日、午前９時半～正午

　午前８時半から受付（定員10人）

●消費生活相談
・消費者センター（センチュリープラザ）

　1（２２）３７７３

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●結婚相談
・生涯学習センター（府中１丁目）

　1（２２）３００５　

　第１・２・３水曜日　午後１時～４時

　第４土曜日（※本人のみ）　午後１時

～４時　

・社会福祉センター（杉尾町）

　1（４３）８８８８

　第１・３水曜日　午後１時半～４時

　　男女の問題

●性差などによるいろんな悩み相談
・男女平等オンブッド（アルプラザ武生）

　1（２２）３６６８

　毎週月～金曜日、毎月第１土曜日

　午前10時～午後５時

　　※労働相談
　　毎月第１土曜日　午後１時～４時

　　毎月第３金曜日　午後５時～８時

　電子メールアドレス

　ombud@city .ech izen . lg . jp

●女性相談
・児童福祉課　1（２２）３００６

　水曜日　午前９時～午後５時

子育て

●家庭児童相談室・ひとり親家庭相談
・児童福祉課　1（２２）３００６

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●児童養護に関する相談
　（緊急の場合は夜間でも受け付けます）
・児童家庭支援センター

　1（２２）３０７７

　毎日、午前９時～午後５時半

●子育て相談
・子育て総合センター（アルプラザ武生）

　1（２３）８２１１

　毎日（休日も）、午前９時～午後５時

健康

●健康相談
・健康増進課　1（２４）２２２１

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

こころ

● なごみ電話（こころの悩み）
　1（２５）７５６４

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

● ヤングテレフォン
　1（２３）６６９９

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

●知的障害者の相談（要予約）
・社会福祉課　1（２２）３００４

　第２水曜日　午後１時半～４時

●心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所

　（アルプラザ武生）

　1（２２）８５００

　火曜日　午後１時半～４時

職業・労働

●高年齢者職業相談室
　1（２４）５７７７

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

　※受付は午後４時半まで

●若者対象の就職相談など
・ミニジョブカフェ武生

　1（２３）７０４６

　火・木曜日　午前10時～午後５時

　●市民相談電話
　　1（２２）１１２２
　　毎週月～金曜日
　　午前８時半～午後５時15分

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　「閑月の苑」は、後継者のいない人の共同納骨塚
です。納骨供養料は一霊につき１０万円からです。
　宗教・宗派に関係なく、どなたでも御利用いた
だけます。

かんげつ　　　 その

仁愛広告
今 月 の 広 告
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武
生
図
書
館

　
1（
２
２
）０
３
５
４

今
立
図
書
館

　
1（
４
３
）０
２
２
９

図書館
だより

問合先問合先

催し物情報催し物情報催し物情報  森 菜月 ちゃん

もり　　なつき

（３歳）

♪
♪

次号は８月５日発行

越前市広報７月15日号

◆越前市のホームページアドレス
　http://www.city.echizen. lg . jp/
◆編集・発行　越前市秘書課広報広聴室
〒915-8530 越前市府中一丁目13-7�
10 7 7 8（2 2）3 4 2 8

※越前市は環境マネージメントシステム

ISO14001自己適合宣言を行っています。

【６月１日現在】

◆総人口　　　　87,745人　
　内外国人　 3,296人　

◆男　 42,927人　
　内外国人　 1,623人　

◆女　 44,818人　
　内外国人　 1,673人　

◆世帯数　 28,736世帯　
　内外国人　 2,408世帯　

７月の納税７月の納税
固定資産税・都市計画税　第２期
国民健康保険税・介護保険料
　全期前納・第１期

【夜間納税窓口・納税相談日】
と　き　第１・３火曜日

（祝祭日の場合は除く）
および、月末開庁日
午後８時まで

ところ　納税課
口座振替の人は残高の確認を
納税はお早めに

人口人口
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休日診療について

1０１２０（２４）４８９４

●市長ホットラインファックス
　FAX（２２）９９７７
●市民相談電話  1（２２）１１２２
●提案箱「あなたの声」
　・市役所正面玄関ロビー
　・今立総合支所
●電子メールアドレス
　koutyou@city.echizen.lg.jp　

●第14回写真展

　「モデル撮影の軌跡パート５」
　７月25日C～30日A

※現在、源氏物語をテーマにした　
茶わんを展示中です。
　（第12帖「須磨」～第23帖「初音」）

開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　（入館は午後５時半まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
※７月～９月の展示申し込みを受け
付けています。

●武生公会堂記念館・今立歴史民俗
資料館特別展
　「いまだての華　たけふの粋　

　　－越前市の文化財－」
�　８月６日Aまで　
　会場　
　　武生公会堂記念館（蓬　町）
　　今立歴史民俗資料館（定友町）
　入館料（２館共通） 　
　　一般200円、小中高校生100円
　休館日　７月18日C、24日B、　
　　　　31日B

●常設展
・夏の館蔵品展
　「虫のいのち。花のこころ。」
�　８月12日G～９月24日A
　入場無料

※臨時休館のお知らせ
　８月７日B～11日F
　　（展示準備のため）

開館時間　午前10時～午後６時（各館）
 （入館は午後5時半まで）

入館料　無料（特別展を除く）
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅 1（23）58111（23）5811

しくらしくら

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 1（21）39001（21）3900

７月31日B　今立総合支所前
　午後１時半～４時

８月９日D　市役所前
　午前10時～午後１時
　午後２時～午後４時

献血献血
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。

　市内でクマの目撃情報が相

次いでいます。

○注意すること　

・山に入る場合や山すそでは、

鈴やラジオなど音の出るも

のを携帯する

　（早朝と夕方は、特に注意）

・お墓のお供え物は持ち帰る

○クマの出没が予想される地

域では、次の誘引物の除去を

徹底してください

・コンポスト（生ごみをたい肥

に変える容器）

・つけ物

・ハチやアリの巣　　など

防災安全課  1（２２）３０８１
農林整備課  1（２２）３００８

クマに注意！クマに注意！

◆問合先

越前市広報７月15日号 18


